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香川県における高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜の確認に伴う監視

体制の強化について

このことについて、平成 30 年 1 月 11 日付け 29 消安第 5209 号をもって、

農林水産省消費・安全局長から別添のとおり通知がありました。

このたびの通知は、香川県内の飼養農場において死亡した家きんを対象に高

病原性鳥インフルエンザ遺伝子検査を実施したところ、H5 亜型であることが

確認され、高病原性鳥インフルエンザ及び低病原性鳥インフルエンザに関する

特定家畜伝染病防疫指針に基づき、当該死亡家きんについて高病原性鳥インフ

ルエンザの疑似患畜とし、都道府県知事に対しウイルスの人・車両又は野鳥を

含む野生動物を介した農場内及び家きん舎内への侵入防止対策につき、指導又

は助言を実施するよう通知されたものです。

つきましては、貴会関係者に周知方よろしくお願いいたします。
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